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学習に取り組むべき理由

「⾃分の世界を広げるため」

・視野が広がる
����英語圏の⽂化や価値観を知りやすい
����英語の使⽤を通じて、様々なバックグラウンドを持つ⼈々と交流できる
����世界中の⽂献へのアクセス

・活動の幅が広がる
����共同研究、留学、外資や外国での職に繋がる

・⽇本語とは⽂化的にも全く異なり、敬語やひらがな・カタカナ・漢字の違いがない⾔語を習得する
���=新しい⾃分に出会える



幼少期〜⼩学校

中学時代

高校時代

⼤学時代

洋楽・洋画への興味から、歌詞の和訳や好きなアーティストのインタビューを観て英語に触れる
歌を理解したい、好きなアーティストと話せるようになりたい！と英語の授業を熱⼼に受け、学内の
スピーチ⼤会やALTの先⽣との会話に積極的だった

ネイティブレベルの⼀つ下のコースで英語圏の⽂化を学びながら英語学習を続ける（リスニングの要素以
外は、授業はほとんどアウトプットの作業）「話す」練習を重ね表現や⾔葉が⾃然と出てくるように

私の英語学習遍歴

英会話教室に通っていた時期もあったが、基本的には「純ジャパ」

体系的に「英⽂法」を学んで、それまでの学習で蓄えられていた知識が「正しい英語」のルールと結びつく
−>インプットが⼊ってきやすい状態までたどり着いたため、学習がしやすい⾃分の好きなものに結び付け
る形で語彙⼒・リスニング⼒・表現⼒などを⼊れ、機会があればアウトプットすることを繰り返した

スピーチ⼤会、ALTとの交流 中学校の英語の授業、洋楽・洋画、SNS

英語ミュージカル、スピーチ⼤会、SNS ⾼校の英語の授業、洋楽・洋画、SNS

英語の授業、留学⽣等との交流、SNS ⼤学の英語の授業、洋楽・洋画、SNS



⾃分のバランスを探そう！⾃分のバランスを探そう！

WritingWriting

・語彙⼒・語彙⼒
・⽂脈⼒・⽂脈⼒

ReadingReading

・⾳感・⾳感
・フレーズ⼒・フレーズ⼒

ListeningListening

・語彙⼒・語彙⼒
・⽂章⼒（⽂法）・⽂章⼒（⽂法）

SpeakingSpeaking

・発⾳・発⾳
・瞬発⼒・瞬発⼒

【インプットの効果】（読む・聞く）
📚⽂法の基礎補強：⽂の構造や語順感覚の定着
���（例：関係代名詞の位置や使い分け）
📖語彙・表現の増加：ネイティブの⾃然な表現・語彙・構⽂を
「⽂脈の中」で覚える
🎧リスニング：⾳と意味を結びつける「⾃動化」が進む
�����（聞いた瞬間に意味が浮かぶ）

【アウトプットの効果】（書く・話す）
✍知識の統合・実⽤化：頭の中の知識を「その場に合った形」で
引き出す訓練（⾃動化・即応性）
🔍弱点の発⾒：話したり書いたりする中で「うまく⾔えない＝
����未定着部分」に気づく
📝フィードバックでの精度向上：ネイティブや教師からの修正で
「正確さ」が強化される



修⼠学⽣レベルで、基礎的な英語⼒（⽂法、語彙、読解）がある⼈には、以下のようなサイクルがよいかも？

「アウトプット中⼼」＋「インプットに⽴ち返る」学習ループ
1.書く／話す（アウトプット）
2.⾔えなかった／書けなかったところを確認
3.その項⽬についてリスニング・リーディングで再インプット
4.改めてアウトプット�->精度UP

📌⾃分に合った「インプット：アウトプット⽐率」を⾒つけよう！
個⼈差が⼤きいため、まずはどちらもバランスよく⾏ってみて、「どこで詰まるか」「何が不⾜か」を体感する

  例えば：
⽂法や語彙が曖昧なら�->インプット多めに
理解してるのに話せない�->アウトプット重視で回数を増やす



① 好きなものと英語をつなげる：楽しさ�->�継続

⾳楽：英語圏の「推し」を作ろう！

�����好きなアーティストの歌詞を調べて和訳したり、解釈を考えてみる。

 �インタビュー動画を⾒ることで、リアルな会話にも触れられる。

映画・ドラマ・YouTubeなど：字幕設定で⼯夫

������初級者は【⽇本語字幕>英語字幕>字幕なし】と段階を踏むのがおすすめ。1作品を繰り返し⾒る⽅が効果的。

��☆後出「シャドーイング」も取り⼊れると、リスニング＋スピーキング練習に！

書籍：⽂章のレベルが調整できるうえ、構⽂の整理がしやすい！

 英語絵本やGraded�Readers（多読シリーズ）もおすすめ。☆⾳読：地味だが効果的

ネイティブの学習法を取り⼊れつつ、
楽しめる形を探る



② ネイティブの学習法�×�⽇本の英語教育の良いところをミックス

ネイティブの⼦どもはどう英語を学ぶ？
  例）「フォニックス」で正しい発⾳と綴りの関係を習得する

⾃然な表現（コロケーション）をストックしよう！

  ✅ “interested in” (× interested to)
  ✅ “good at math” (× good in)
  ✅ “arrive at the airport” / “arrive in Tokyo”
  ✅ “on a team”, “in a group”, “at a company”   感覚で覚えていく

⽂法や語彙の仕組みを体系的に理解する：
  �⽇本の英語教育で習った品詞・構⽂の知識も、実は⼤切。例えば：

consider�-�considering�-�consideration
create�-�creator�-�creative�-�creation�

  接頭語・接尾語などの意味を感覚的に⾝に着ければ、効率よく語彙⼒強化

ネイティブの学習法を取り⼊れつつ、
楽しめる形を探る



③ スキマ時間・⽇常の中で英語を取り⼊れる⼯夫

アプリを活⽤する：

Duolingo（ゲーム感覚で単語や⽂法）

Anki�/�Quizlet（単語カードで暗記）

LingQ�/�BBC�Learning�English（読解＋⾳声）

SNSやニュースを英語で⾒る：�興味のあるトピックを英語でフォロー（料理・ゲーム・美容など）

英語でメモや⽇記をつけてみる／独り⾔を英語で⾔う：

  すぐに書かなくても「頭の中で英語に変換してみる」だけで◎。

  例）「お腹空いたな」“I am getting hungry. Should I grab something?”

ネイティブの学習法を取り⼊れつつ、
楽しめる形を探る



①�まずは「まねる」ことから始める

シャドーイング：インプットとアウトプットの橋渡しになるトレーニング！
  映画・ニュース・YouTubeなどから、⾃分に合った形で。
  イントネーション・リズム・発⾳と共に、フレーズのストックも増やせる。

⾳読（本やニュース記事など）：声に出すことで「読む->話す」の流れが⾃然になるうえ、聞きながら話せることに強
みがある。

����読み上げ機能などと⽐べながら、⾃分の発⾳をよく聞く機会にもなる。  

フレーズをまるごと覚える：「使えそう！」と思った表現はそのままマネして使う->「⾃然な英語」

無理なく「⾃分から英語を使う習慣」をつける



無理なく「⾃分から英語を使う習慣」をつける

②�失敗⼤歓迎！⾃分から「話す場」を作る

独り⾔英語・⽇記英語：「英語で考える」⼒を育てる第⼀歩。⾔いたいことが
出てこなければ、その都度調べる習慣を。

オンライン英会話を活⽤（例：Cambly,�DMM英会話,�iTalkiなど）毎⽇5∼
10分でもOK。話す習慣を作ることが重要！

 
英語カフェ・交流イベントに参加：対⾯での会話練習は、相⼿の反応を⾒なが
ら話す練習にも◎

  ⼤学内・地域イベント・国際交流団体などを活⽤！
  -�SSC�English�Chat�(https://ssc.sec.tsukuba.ac.jp/archives/43764)
����-�CEGLOC�アカデミック・ライティング・サポートデスク他

 「間違えてもいいから伝える」を繰り返すことで英語⼒向上！



無理なく「⾃分から英語を使う習慣」をつける

③�公私で「書いて伝える」経験を増やす

英語⽇記を書く（1⽇2∼3⾏でもOK）：「今⽇は何があったか」「どう感じたか」をシンプルに書いてみる。
  ⽂法が不安でも、まずは書いてみることが⼤事！

英語でレビューや投稿を作成：好きなテーマだと続けやすい。SNSやnoteなどのブログに投稿するのも◎
 
 ☆ライティングには、AIや添削ツールを活⽤

Grammarly,�DeepL�Write�->ライティングのミスや⾔い換えが分かる
ChatGPT,�Gemini�->フィードバックをもらったり、より⾃然な表現を教えてもらえる



具体的な作品、ツールのおすすめ

(Sitcoms)�Modern�Family,�Friends,�Brooklyn�Nine-Nine,�The�Big�Bang�Theory
(Talk�Shows)�The�Late�Late�Show�with�James�Corden,�Jimmy�Fallon,�SNL
(Movies)�Forrest�Gump,�Good�Will�Hunting
(YouTube,�others)�Explained.,�TED�Talks,�TED�Ed,�BBC�English,�NHK,�Podcast

Billy�Joel

⾳楽

Kacey�Musgraves
Hamilton

(Broadway�Cast)



具体的な作品、ツールのおすすめ



まとめ

やり⽅の正解は完全に⾃分次第！楽しめる形を探す
インプットとアウトプットのバランスを考えれば、英語はたくさん練習した分だけうまくなる

 �->失敗を恐れず「伝える経験」を増やす。完璧に話そうと思わなくてよいので、どんどん実践の場に⾝を置いてみる
間違いから学ぶ姿勢を持つことが、本当の語学⼒の⼟台になる

Manifestation（マニフェステーション）: ⾃分の願望や⽬標をすでに叶ったものとして強くイメージしたり信じたりする
ことで、現実に引き寄せる（実現させる）考え⽅

「⾃分はすでにそれを⼿に⼊れている」と⼼の中で具体的に思い描く
それにふさわしい⾏動や考え⽅をとることで、現実もその⽅向に動いていく

�「英語を話せる⾃分」として⾏動して、楽しみながら英語を使い、⾃分の可能性を広げよう




